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３
月
町
議
会
定
例
会
で
示
さ
れ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
で
あ
る

行
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

安久津勝彦町長

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

　

本
町
に
お
い
て
は
、
美
し
い
自
然
と
、
自

然
が
生
み
だ
す
農
産
物
や
林
産
物
、
バ
イ
オ

マ
ス
等
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
豊
富

な
資
源
を
生
か
し
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を

持
つ
町
民
と
職
員
の
知
恵
を
結
集
し
「
住
み

た
い
、
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
い
て
良
か

っ
た
」
と
思
え
る
魅
力
的
で
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
昨
年
、
今
後

10
年
間
の
足
寄
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
」、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
社
会
情

勢
に
お
い
て
も
、
こ
の
町
で
暮
ら
す
こ
と
に

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
「
足
寄
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

「
緑
の
大
地
に
あ
ふ
れ
る
幸
せ　

安
全
で

安
心
な
ま
ち　

あ
し
ょ
ろ
」
を
私
た
ち
が
目

指
す
ま
ち
の
将
来
像
と
し
て
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
町
政
執
行
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
推
進

　

住
環
境
・
店
舗
等
整
備
補
助
金
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
住
環
境
の
改
善
に
非
常
に

効
果
の
あ
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
に
お
い
て
も
昨
年
度
と
同
様
の
予
算
措
置

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
も
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

や
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
町

内
住
民
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
制
度
を
活

用
し
、
地
元
で
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
地
域

資
源
を
再
発
見
し
、
新
た
な
用
途
・
価
値
を

見
い
出
し
、
産
業
と
つ
な
げ
る
こ
と
で
地
域

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

財
産
の
管
理

　

老
朽
化
し
た
町
有
建
物
の
解
体
を
順
次
進

め
て
お
り
、
本
年
度
は
武
道
館
解
体
費
用
お

よ
び
役
場
北
側
の
公
営
住
宅
（
仮
称
）
は
る

に
れ
団
地
建
設
用
地
を
買
い
戻
す
た
め
の
予

算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
足
寄
応
援
寄
附
推
進
事
業

　

本
年
度
は
、
寄
附
金
額
を
２
億
円
と
見
込

み
、
寄
附
に
対
す
る
お
礼
の
特
産
品
贈
呈
の

た
め
の
報
償
費
や
手
数
料
・
広
告
費
な
ど
の

経
費
を
予
算
措
置
し
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
対
策

　

市
街
地
で
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め

る
他
、
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室
を
軸
に
医

療
お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
情
報

を
共
有
し
「
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の

連
携
シ
ス
テ
ム
」
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

　

次
に
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、

要
支
援
者
に
対
す
る
訪
問
介
護
・
通
所
介
護

事
業
は
、
平
成
29
年
度
末
ま
で
に
「
全
国
一

律
の
予
防
給
付
」
形
式
か
ら
市
町
村
が
取
り

組
む
「
地
域
支
援
事
業
」
の
形
式
に
移
行
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本
町
と

し
て
は
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と

し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
ま
で
同
様
介
護
保
険
制

度
内
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
り
、
国
・

道
負
担
金
の
財
源
構
成
も
変
わ
ら
な
い
も
の

で
す
。
足
寄
町
に
お
い
て
は
、
国
と
同
様
の

基
準
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ
と
と
し
、
利

用
者
負
担
も
現
状
と
同
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
高
齢
者
等
の
在
宅
生
活
を
支
援
で

き
る
よ
う
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

足
寄
霊
園
の
整
備

　

西
側
園
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板
が
老
朽

化
に
よ
り
、
路
面
が
歩
き
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
平
板
を

張
替
え
し
て
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
に
区
画
造
成
し
使
用

さ
れ
て
い
る
現
在
の
区
画
残
数
と
利
用
実
績

を
考
慮
し
、
新
た
な
区
画
造
成
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
調
査
設
計
業
務
を
予
算
措
置
し

組
み
ま
す
。
ま
た
、
畜
産
経
営
の
安
定
と
向

上
を
図
る
た
め
に
、
規
模
拡
大
等
の
意
欲
あ

る
畜
産
農
業
者
に
対
し
無
利
子
に
よ
る
畜
産

振
興
資
金
貸
し
付
け
、
な
ら
び
に
家
畜
伝
染

病
に
対
す
る
予
防
対
策
推
進
の
た
め
、
畜
産

農
家
の
互
助
会
制
度
の
創
設
に
伴
う
負
担
金

等
の
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
り

森
林
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
対
象
造
林
者
に
対
し
各
事
業
の
補
助
実
施

や
町
有
林
の
管
理
運
営
を
図
り
ま
す
。

商
工
観
光
振
興
対
策

　

足
寄
町
商
工
会
運
営
事
業
に
対
す
る
支
援

と
町
内
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
化
に
資
す

る
た
め
、
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度
お
よ
び

融
資
保
証
料
の
補
助
な
ど
の
支
援
対
策
を
引

き
続
き
実
施
し
、
金
融
機
関
や
商
工
会
と
連

携
し
な
が
ら
融
資
制
度
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
商
工
観
光
振
興
対
策
と
し
て
、

①
町
商
工
会
が
実
施
す
る
小
規
模
事
業
者
の

伴
走
型
支
援
へ
の
補
助
や
商
工
会
青
年
部
の

道
外
研
修
支
援
、
②
本
町
が
有
す
る
優
れ
た

自
然
景
観
や
特
産
品
の
魅
力
の
発
信
と
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
「
道
の
駅
」
づ
く
り
、
③
道
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
オ
ン
ネ
ト

ー
周
辺
施
設
の
管
理
・
環
境
整
備
等
、
④
足

寄
ふ
る
さ
と
花
ま
つ
り
や
足
寄
ふ
る
さ
と
盆

踊
り
・
両
国
花
火
大
会
実
行
委
員
会
へ
の
支

援
・
協
力
、
⑤
地
場
産
品
開
発
や
起
業
等
創

出
支
援
を
目
的
と
し
た
足
寄
町
産
業
振
興
事

市
街
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
行
う

と
と
も
に
、
市
街
地
と
合
わ
せ
て
地
域
全
体

の
移
動
手
段
の
充
実
と
利
便
性
が
高
く
効
率

的
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
づ
く
り
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

自
治
会
活
動

　

地
域
の
福
祉
や
防
犯
、
交
通
安
全
運
動
、

環
境
整
備
と
し
て
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の

取
り
組
み
を
通
し
て
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
自
治

会
活
動
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
「
自
ら
の
地
域
を
自
ら
が
守
る
」
防

災
活
動
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
推
進

　

資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
循
環
に
よ
る

地
域
経
済
の
振
興
を
目
指
し
、
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
具
体
的
な
導
入
に
つ
い
て
関
係

機
関
等
と
の
調
整
を
進
め
ま
す
。

　

一
般
住
宅
へ
の
家
庭
用
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
や
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
焼
機
器
導
入
に

対
し
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
制
度
へ
改
善
を
図
り
ま
す
。

農
林
業
振
興
対
策

　

農
業
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
取
り
組
み

と
し
て
、
農
業
基
盤
の
整
備
推
進
や
農
業
担

い
手
の
確
保
と
育
成
な
ど
、
関
係
機
関
や
団

体
と
連
携
を
強
化
し
農
業
振
興
対
策
に
取
り

ま
し
た
。

ご
み
・
し
尿
処
理
対
策

　

一
部
に
お
い
て
不
法
投
棄
や
不
適
切
な
処

理
に
よ
り
、
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る

事
案
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
別
警
察
署
と
協

力
し
適
切
な
処
理
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
や
生
ご
み

処
理
機
等
の
購
入
に
対
し
て
、
引
き
続
き
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
、
減
量
化
を
図
り

ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
は
、
整
備
費
用
が

高
額
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
各
人
槽
浄
化

槽
の
本
体
整
備
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

公
用
車
の
更
新

　

平
成
２
年
度
購
入
の
大
型
町
有
バ
ス
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
実
態
に
即

し
た
42
人
乗
り
の
中
型
バ
ス
を
購
入
し
ま
す
。

営
農
用
水
道

　

奥
足
寄
簡
易
給
水
施
設
へ
の
浄
水
機
、
愛

冠
飲
雑
用
水
道
へ
の
増
圧
ポ
ン
プ
イ
ン
バ
ー

タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
、
鷲
府
営
農
用
水
道
へ
の
着

水
流
量
計
、
配
水
池
水
位
計
の
更
新
な
ど
を

行
い
、
利
用
者
に
安
心
、
安
全
で
安
定
的
な

水
の
供
給
を
図
り
ま
す
。

地
籍
調
査

　

平
成
25
年
度
着
手
の
白
糸
の
一
部
地
区
の

地
積
測
量
、
本
閲
覧
を
経
て
認
証
手
続
き
を

業
補
助
金
の
実
施
、
⑥
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
求
人
情
報
の
掲
載
、
⑦
「
ふ
る
さ
と
東
十

勝
通
年
雇
用
促
進
協
議
会
」
に
よ
る
各
種
技

能
講
習
や
技
術
取
得
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催

を
通
じ
た
季
節
労
働
者
等
の
雇
用
促
進
、
⑧

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た
商
業
・
観

光
の
産
業
活
性
化
を
行
い
ま
す
。

福
祉
施
策
の
推
進

　

子
育
て
・
教
育
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援
策
に

加
え
、
４
月
か
ら
放
課
後
児
童
の
拠
点
施
設

と
な
る
足
寄
町
児
童
館
の
共
用
を
開
始
し
ま

す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
平
成
29
年
度
に
移
転
新
築

を
予
定
し
て
い
る
「
障
が
い
者
就
労
支
援
事

業
所
（
Ｂ
型
）」
は
、
利
用
者
定
員
を
現
行

の
20
人
か
ら
30
人
に
拡
充
す
る
他
、
障
が
い

者
等
の
避
難
所
を
担
う
公
的
機
能
を
有
す
る

計
画
と
な
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
全
面
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
当
該
施
設
整
備
に
係

る
財
源
と
し
て
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算
に

実
施
設
計
に
係
る
町
補
助
金
を
予
算
措
置
し

ま
し
た
。
な
お
、
建
設
用
地
は
高
齢
者
等
複

合
施
設
に
隣
接
す
る
財
務
省
所
管
用
地
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
施
策
で
す
が
、
高
齢
者
等
複

合
施
設
「
む
す
び
れ
っ
じ
」
の
運
営
を
は
じ

め
、
高
齢
者
等
の
権
利
擁
護
や
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
実
施
機
関
と
し
て
、
足

寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
引
き
続
き
委
託
す

予
算
編
成
の
重
点
方
針

①
安
全
・
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

②
医
療
と
介
護
・
保
健
・
福
祉
の
連
携

シ
ス
テ
ム
の
推
進

③
農
、
林
、
商
工
業
振
興
対
策

④
第
６
次
総
合
計
画
の
推
進

⑤
総
合
戦
略
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
の

推
進
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公
共
下
水
道
事
業

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
西
町
７
丁
目
か
ら

９
丁
目
周
辺
と
国
道
２
４
２
号
足
寄
橋
架
け

替
え
に
向
け
た
国
道
の
一
部
の
下
水
道
管
渠

整
備
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業

　

平
成
30
年
度
に
事
業
完
了
さ
せ
る
た
め
、

境
界
杭
の
設
置
や
建
物
登
記
、
字
界
の
整
理

を
行
い
、
換
地
計
画
決
定
に
向
け
た
北
海
道

知
事
へ
の
認
可
申
請
を
行
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

町
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の

中
で
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
利
用
者
の
健
康
保

持
、
安
全
・
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
施
設

づ
く
り
を
今
後
も
進
め
ま
す
。

上
水
道
事
業
会
計

　

地
域
住
民
に
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安

定
的
な
生
活
用
水
の
供
給
と
消
費
税
率
の
改

正
、
人
口
減
少
に
伴
う
給
水
収
入
の
減
少
、

老
朽
施
設
の
更
新
な
ど
、
水
道
事
業
の
運
営

基
盤
の
安
定
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
８
年

度
以
来
20
年
ぶ
り
の
料
金
改
定
に
向
け
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

行
い
地
区
完
了
と
し
、
平
成
26
年
度
着
手
の

上
利
別
の
一
部
地
区
と
郊
南
地
区
の
一
筆
地

調
査
を
行
い
、
下
愛
冠
の
一
部
地
区
を
平
成

28
年
度
新
規
地
区
と
し
て
着
手
し
、
土
地
の

位
置
付
け
の
明
確
化
を
進
め
ま
す
。

土
木
建
設
工
事

　

西
町
４
丁
目
３
号
通
、
栄
町
２
丁
目
川
沿

通
、
栄
町
中
央
通
、
南
７
条
通
、
中
足
寄
愛

冠
線
の
改
良
舗
装
お
よ
び
西
町
地
区
の
公
共

下
水
道
工
事
区
間
、
東
芽
登
原
野
線
、
北
斗

１
号
幹
線
の
舗
装
補
修
、
市
街
地
南
地
区
の

照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
矢
車
橋
の
修
繕
と
青
雲
橋
他
６
橋
の
調

査
設
計
、
61
橋
の
橋
梁
定
期
点
検
を
行
い
、

生
活
道
路
等
の
整
備
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

北
海
道
が
平
成
23
年
度
か
ら
着
手
す
る
豊

栄
橋
架
替
事
業
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理

で
１
年
延
期
さ
れ
た
旧
橋
解
体
工
事
に
対
す

る
道
路
管
理
者
分
の
負
担
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
道
路
・
通
学
路
等
の
よ
り
安
定
的
な

除
排
雪
体
制
の
確
保
と
安
全
・
安
心
な
冬
季

交
通
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
、

除
雪
専
用
車
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

公
園
管
理

　

昨
年
度
実
施
し
た
里
見
が
丘
公
園
再
整
備

実
施
設
計
に
基
づ
き
、
足
湯
の
休
憩
施
設
と

隣
接
す
る
遊
戯
広
場
の
一
部
工
事
、
ク
ラ
ブ

町
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
こ
の
町
で

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

町
内
唯
一
の
入
院
病
床
を
有
す
る
病
院
と
し

て
、
ま
た
、
二
次
医
療
圏
ま
で
１
時
間
を
要

す
る
地
域
の
救
急
医
療
を
担
う
基
幹
病
院
と

し
て
、
良
質
な
医
療
の
提
供
と
思
い
や
り
の

あ
る
患
者
対
応
に
努
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

安
心
と
信
頼
を
も
っ
て
受
診
し
て
い
た
だ
け

る
病
院
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
経
営
改
善
に
つ
い
て
は
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
と
費
用
対
効
果
の
両
面
と
を
十
分
に
考

慮
し
な
が
ら
、
着
実
に
経
営
の
健
全
化
が
進

展
す
る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
の
当
初
予
算
の
規
模

一
般
会
計　
　

８
９
億
４
７
７
９
万
４
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

９
・
５
％
増
）

特
別
会
計　
　

３
１
億
５
５
１
９
万
６
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

３
・
６
％
減
）

企
業
会
計　
　

１
６
億
９
０
０
０
万
３
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

４
・
９
％
増
）

合　
　

計　

１
３
７
億
９
２
９
９
万
３
千
円

　

（
昨
年
度
当
初
予
算
比　

５
・
７
％
増
）

　

景
気
見
通
し
が
不
透
明
な
中
、
今
後
も
健

全
な
財
政
の
堅
持
に
努
め
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
町
議
会
議
員
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ

ん
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ハ
ウ
ス
、
コ
テ
ー
ジ
な
ど
の
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

各
公
園
の
遊
具
修
繕
を
行
い
、
地
域
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
施
設
整
備
を
図
り
ま
す
。

公
営
住
宅
整
備

　

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

高
齢
者
等
複
合
施
設
「
む
す
び
れ
っ
じ
」
の

隣
接
地
に
建
設
す
る
（
仮
称
）
は
る
に
れ
団

地
の
１
、
２
号
棟
11
戸
の
新
築
工
事
と
駐
車

場
、
外
構
、
通
路
の
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

消
防

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

消
防
の
広
域
化
に
よ
り
、
消
防
団
事
務
に
つ

い
て
は
各
町
に
事
務
を
継
承
す
る
こ
と
と
な

っ
た
た
め
、
消
防
費
に
常
備
消
防
管
理
経
費

と
非
常
備
消
防
管
理
経
費
を
設
け
、
常
備
消

防
管
理
経
費
に
は
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組

合
消
防
負
担
金
等
を
、
非
常
備
消
防
管
理
経

費
に
は
消
防
団
に
要
す
る
経
費
を
そ
れ
ぞ
れ

予
算
措
置
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業

　

螺
湾
地
区
の
計
装
装
置
を
北
区
浄
水
場
で

遠
隔
監
視
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行

い
、
施
設
管
理
の
充
実
と
安
定
し
た
水
の
供

給
を
図
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針
（
要
旨
）

確

か

な

学

び

を

推

進

星崎隆雄教育委員長

教

育

行

政

の

基

本

方

針

　

足
寄
町
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
基
本
法

を
は
じ
め
と
す
る
教
育
関
連
法
や
足
寄
町
第

６
次
総
合
計
画
お
よ
び
第
４
次
足
寄
町
生
涯

学
習
推
進
計
画
な
ど
を
基
底
に
据
え
、
総
合

教
育
会
議
の
協
議
・
調
整
を
尊
重
し
、
学
校

や
家
庭
、
地
域
、
関
係
機
関
・
団
体
と
相
互

に
理
解
と
補
完
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
び
や
町
民

の
生
き
が
い
と
な
る
学
び
合
い
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

学
校
運
営

　

保
護
者
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
安
心
し
て

託
さ
れ
る
学
校
運
営
に
向
け
、
教
育
委
員
会

が
主
体
性
を
発
揮
し
、
校
長
会
議
・
教
頭
会

議
を
通
し
て
的
確
な
指
示
や
指
導
等
の
徹
底

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
開
か
れ
た
学
校
」

や
「
特
色
あ
る
教
育
」
づ
く
り
に
資
す
る
学

校
評
議
員
会
議
の
開
催
や
学
校
評
価
等
、
小

中
学
校
の
指
導
連
携
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
課
程
の
管
理

　

小
中
学
校
の
「
確
か
な
学
力
」
の
方
策
と

し
て
、
加
配
措
置
の
少
人
数
指
導
や
習
熟
度

別
学
習
、
町
単
独
に
よ
る
学
習
支
援
員
の
配

置
、
地
域
学
力
向
上
推
進
事
業
や
巡
回
指
導

教
員
制
度
の
活
用
、
長
期
休
業
中
の
学
習
機

会
の
提
供
、
家
庭
学
習
の
手
引
き
の
配
布
、

家
庭
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

実
施
結
果
を
受
け
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の

「
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
各
学

校
の
具
体
的
方
策
や
数
値
目
標
を
位
置
付
け

た
「
学
力
向
上
策
」
や
「
学
校
改
善
プ
ラ
ン
」

と
と
も
に
、
足
寄
町
生
涯
学
習
研
究
所
に
よ

る
学
力
調
査
・
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
学

力
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
旗
・
国
歌
の
実
施
で
は
、
儀

式
的
行
事
等
に
お
い
て
望
ま
し
い
形
で
の
実

施
を
図
り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

　

「
豊
か
な
心
」
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、

命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
、
規
範
意
識

な
ど
の
醸
成
、
教
育
相
談
の
充
実
、
読
書
活

動
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
読

書
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
蔵
書
の
計
画
的

な
整
備
や
町
図
書
室
の
定
期
的
巡
回
移
動
図

書
に
よ
る
配
本
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
「
い
じ
め
」
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
・
犯
罪
で
あ
る
・
教
育
の
問
題
で
あ
る
」

と
の
基
本
認
識
に
立
ち
、
足
寄
町
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
に
基
づ
き
未
然
防
止
や
早
期
対

応
、
学
校
・
保
護
者
・
関
係
機
関
と
の
速
や

か
な
連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
、
重
大
事
案

に
つ
い
て
は
総
合
教
育
会
議
で
協
議
し
ま
す
。

　

「
健
や
か
な
体
」
に
向
け
た
方
策
と
し
て
、

教
科
体
育
の
充
実
や
体
力
づ
く
り
運
動
の
日

常
実
践
化
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど
を

通
し
、
体
力
向
上
や
運
動
の
習
慣
化
を
推
進

し
ま
す
。

食
育
・
学
校
給
食

　

食
育
で
は
栄
養
教
諭
の
効
果
的
な
活
用
を

図
り
、
食
に
関
す
る
指
導
を
推
進
す
る
と
と

も
に
学
校
給
食
の
衛
生
・
安
全
管
理
の
充
実

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
で
は
魅
力
あ
る
献
立
を

通
し
、
地
場
産
食
材
の
積
極
的
な
活
用
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
や
「
リ
ク
エ
ス
ト
給

食
」
を
継
続
し
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

国
際
理
解
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

国
際
理
解
教
育
で
は
、
国
際
交
流
員
の
積

極
的
な
活
用
を
図
り
、
町
内
の
小
学
校
や
中

学
校
、
足
寄
高
等
学
校
に
派
遣
し
て
授
業
を

支
援
し
、
異
文
化
理
解
や
外
国
語
習
得
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体

等
と
の
協
力
・
調
整
を
図
り
、
職
場
訪
問
体

験
学
習
な
ど
を
通
し
、
望
ま
し
い
職
業
観
や

勤
労
観
を
培
っ
て
い
き
ま
す
。

防
災
・
交
通
安
全
教
育

　

防
災
・
交
通
安
全
教
育
で
は
、
各
教
科
の

関
連
学
習
内
容
や
実
施
訓
練
を
通
し
て
災
害

へ
の
適
切
な
迅
速
対
応
に
努
め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
環
境
教
育

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
児
童
生
徒
が
情
報
活

用
能
力
を
習
得
で
き
る
よ
う
効
果
的
な
活
用

と
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底
に
務
め
ま
す
。

　

環
境
教
育
で
は
、
足
寄
中
学
校
の
太
陽
光

発
電
装
置
を
活
用
し
た
環
境
保
全
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
を
理
科
授
業
な
ど
の
教
育
活
動
に

組
み
入
れ
ま
す
。

特
別
支
援
・
複
式
教
育

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
個
別
指
導
計
画
や

教
育
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
の
展

開
、
学
習
支
援
員
の
継
続
配
置
等
、
支
援
体

制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

複
式
教
育
で
は
、
少
人
数
の
良
さ
を
生
か
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し
た
き
め
細
か
な
指
導
計
画
に
よ
る
個
に
応

じ
た
指
導
や
学
習
効
果
を
高
め
る
集
合
学
習

と
交
流
学
習
を
支
援
し
、
地
域
環
境
の
特
性

を
生
か
し
た
複
式
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

足
寄
高
校
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

　

遠
距
離
通
学
費
や
入
学
時
お
よ
び
見
学
旅

行
時
の
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
と
し
て
の
進
学
合
同
合
宿
や
部

活
動
、
検
定
・
模
擬
試
験
の
自
己
負
担
の
軽

減
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
学
年
全
員
の
全
額
公
費
負
担

に
よ
る
姉
妹
都
市
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
に

派
遣
す
る
「
足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事

業
」
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
足
寄
高
等
学
校
振
興
会
や
足
寄

高
校
を
存
続
さ
せ
る
会
、
足
寄
高
等
学
校
な

ど
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
や
実
効
策

を
検
討
し
な
が
ら
２
間
口
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
や
足
寄

高
等
学
校
存
続
な
ど
の
支
援
策
、
さ
ら
に
は

人
口
減
少
対
策
と
し
て
引
き
続
き
小
中
学
校

と
高
校
に
給
食
費
の
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　

小
学
校
校
舎
の
老
朽
化
に
伴
う
施
設
・
設

備
の
改
修
や
教
職
員
住
宅
の
改
築
等
を
第
６

次
足
寄
町
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流

　

ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
か
ら
引
き
続
き
国

際
交
流
員
を
招
へ
い
し
て
小
中
学
校
に
派
遣

し
、
外
国
語
活
動
や
英
語
指
導
の
支
援
の
ほ

か
、
小
学
生
や
保
育
園
児
・
一
般
町
民
を
対

象
と
し
た
国
際
理
解
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設

　

本
年
度
は
町
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
伴
う

実
施
計
画
や
会
議
室
等
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

　

図
書
室
に
つ
い
て
は
、
町
民
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
図
書
室
と
し
て
の
機
能
や
利
便
性

な
ど
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
セ
ン

タ
ー
改
修
に
よ
る
図
書
館
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
・
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ

や
乳
幼
児
の
絵
本
と
の
出
会
い
等
を
支
援
す

る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
継
続
し
て

行
い
ま
す
。

文
化
・
芸
術
活
動

　

文
化
団
体
等
の
活
動
を
通
し
優
れ
た
文
化 

・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
地
域
文

化
の
伝
承
や
創
作
活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
財

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
町
の
歴
史
や
発
展
の

資
料
を
数
多
く
保
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
民
や
学
校
教
育
、
社
会
教
育
に
も
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
資
料
の
整
理
や
展
示
の
工
夫
、

情
報
提
供
な
ど
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

家
庭
教
育

　

「
家
庭
教
育
学
級
」
や
子
育
て
支
援
・
学

習
と
交
流
の
会
「
す
く
す
く
」
の
充
実
を
さ

ら
に
図
り
ま
す
。
ま
た
「
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
子
育
て
に
携
わ
る
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
家
庭
教
育
・
子
育

て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
教
育

　

自
然
体
験
活
動
「
す
す
め
！
あ
し
ょ
ろ
☆

冒
険
王
」
の
実
施
を
は
じ
め
、
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
・
芸

術
活
動
な
ど
の
支
援
と
育
成
に
努
め
る
と
と

も
に
、
長
期
休
業
中
の
居
場
所
づ
く
り
と
し

て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」
を
夏
季
間
と
冬

季
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
学
ぶ
意
欲
や
習

慣
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
教
育
機
関
で
あ
る
「
ネ
イ

パ
ル
あ
し
ょ
ろ
」
や
「
九
州
大
学
北
海
道
演

習
林
」
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

成
人
教
育

　

情
報
の
提
供
や
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
学
習
機

会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
足

寄
１
０
０
年
塾
「
生
き
が
い
ス
ク
ー
ル
」
や

「
学
遊
校
」
の
講
座
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
加
等
、
高
齢
者
の
豊
か
な

学
び
合
い
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の

仲
間
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
学
習
機
会
や
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

足
寄
動
物
化
石
博
物
館

　

企
画
・
運
営
の
工
夫
や
発
掘
体
験
活
動
な

ど
に
よ
り
入
館
者
数
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、

本
町
の
象
徴
的
な
学
術
施
設
と
し
て
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

「
オ
ン
ネ
ト
ー
湯
の
滝
マ
ン
ガ
ン
酸
化
物

生
成
地
」
は
、
環
境
省
が
実
施
す
る
「
生
態

系
維
持
回
復
事
業
」
に
参
画
し
、
有
害
魚
類

の
根
絶
と
自
然
環
境
の
回
復
を
目
指
し
、
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
保
護

と
活
用
の
両
面
に
つ
い
て
具
体
的
方
策
を
検

討
し
ま
す
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」

ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
機
会
の
拡
充
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
定
期
点
検
な
ら
び
に
計

画
的
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

指
導
者
の
育
成
や
指
導
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
出

前
教
室
、
学
校
開
放
事
業
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
な
ど
を
通
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
28
年
度
の
教
育
行
政
の
執
行

に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
28
年
度 

ま
ち
の
予
算

平
成
28
年
度
の
予
算
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
般
会
計
で
７
億
７
８
５
７
万
８
千
円
（
９
・
５
％
）
の
増
加
、

特
別
会
計
合
計
で
１
億
１
８
１
３
万
２
千
円
（
３
・
６
％
）
の
減
少
、

企
業
会
計
合
計
で
７
８
１
８
万
７
千
円
（
４
・
９
％
）
の
増
加
、

総
額
で
は
７
億
３
８
６
３
万
３
千
円
（
５
・
７
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
加
し
た
主
な
理
由
は
、
昨
年
が
町
長
・
町
議
会
議
員
の
改
選
期
で

骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

総額89億4,779万4千円

各 会 計 予 算 額

一般 会計の内訳

2億0,040万2千円

使用料及び手数料（1.7％）1億5,596万5千円

寄附金（2.2％）

8,007万2千円分担金及び負担金（0.9％）

その他の自主財源（0.5％） 4,321万2千円

歳出 
89億4,779万4千円

3億9,850万2千円諸収入（4.5％）

依
存

財
源

73.9

地方譲与税（1.6％）
1億4,075万5千円

地方消費税交付金（1.6％）
1億4,139万2千円

その他の依存財源（0.3％）
　　　　　　3,761万7千円

道支出金（5.8％）
5億1,554万4千円

その他（0.1％）
682万5千円

議会費（0.7％）
6,116万5千円

歳入 
89億4,779万4千円

町債（9.0％）
8億0,371万9千円

国庫支出金（8.2％）
7億3,012万3千円

衛生費（9.8％）
8億8,049万0千円

公債費（12.9％）
11億5,409万8千円

自主
財

源
26.1％

 

％

地方交付税（47.4％）
42億3,690万5千円

町税（9.3％）
8億3,488万1千円

繰入金（7.0％）
6億2,870万5千円

商工費（2.8％）
2億5,194万0千円

消防費（3.1％）
2億7,944万1千円

教育費（6.9％）
6億1,741万6千円

民生費（13.2％）
11億8,173万4千円

総務費（10.2％）
9億1,336万2千円

職員費（14.8％）
13億2,147万9千円

農林水産業費（7.7％）
6億8,508万2千円

土木費（17.8％）
15億9,476万2千円

区　　　　　　分 予　算　額

一 般 会 計 89億4,779万4千円

特 別 会 計 31億5,519万6千円

国 民 健 康 保 険 事 業 11億5,792万4千円

簡 易 水 道 8,724万5千円

公 共 下 水 道 事 業 5億1,707万2千円

介 護 保 険 8億8,633万9千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 1億1,099万8千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 2億8,530万6千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億1,031万2千円

企 業 会 計 16億9,000万3千円

上 水 道 事 業 2億6,674万3千円

国民健康保険病院事業 14億2,326万0千円

総　　　　　　　　計 137億9,299万3千円
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緑
の
大
地
に
あ
ふ
れ
る
幸
せ
　
安
全
で
　
安
心
な
ま
ち
　
あ
し
ょ
ろ

足
寄
町
の
新
し
い
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
と
行
政
が
共
に
協
力
し
行
動
し
て
い
く
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
り
、
計
画
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

足
寄
町
第
6
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

足
寄
町
第
５
次
総
合
計
画
の
計
画
期

間
は
、
平
成
26
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
27
年
度
は
統
一
地
方

選
挙
に
よ
り
町
民
の
代
表
を
選
ぶ
町
長

改
選
期
で
あ
り
、
町
民
の
意
見
を
反
映

し
た
計
画
策
定
の
観
点
か
ら
、
足
寄
町

第
６
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想
お
よ
び

基
本
計
画
に
つ
い
て
は
改
選
後
の
平
成

27
年
８
月
に
足
寄
町
総
合
開
発
審
議
会

へ
諮
問
を
行
い
、
答
申
を
受
け
、
平
成

27
年
12
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は

計
画
の
構
成
と
期
間

　

総
合
計
画
は
、
市
町
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
計

画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
足
寄
町
が

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
や
、
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
等
を
定
め
る
重
要
な
計
画
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
方
自
治
法
に
お
い
て
「
市

町
村
は
、
議
会
議
決
を
経
て
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想

を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行
う
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
23
年
の
改
正
で
こ
の
規
定
が
削

除
さ
れ
、
策
定
義
務
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
総
合
計
画
の
策
定
義
務

が
撤
廃
さ
れ
て
も
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
上
で
指
針
と
な
る
中
長
期
的
な

計
画
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
足
寄
町
第

５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
に
対
し
て
、
施
策
の
成
果
や
課
題
を
適
切

に
評
価
し
「
町
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
足
寄
町
が

基本構想

基本計画

実施計画

目
指
す
将
来
像
を
明
確
に
提
示
し
た
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で
の
10
カ
年
計
画

と
し
て
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。

年度（平成）

基本構想 10年間（平成27～36年度）

前期（5年間）

後期（5年間）

毎年度見直し

10年間（平成27～36年度）
※平成31年度に必要に応じて見直し検討

（H28）

（H29）

（H30）

（H31）

基本計画

実施計画

総

　合

　計

　画

27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

構成イメージ

計画期間

町が目指す将来像やまちづくりの方向、

目標とする指標などを示します。

まちづくりの目標に対する現状と課題、

課題解決に向けた取り組みを示します。

基本計画に示した施策の方針を具体的に

進める事業を示します。

2015▶2024　足寄町第６次総合計画

●
子
ど
も
議
会
（
小
・
中
学
生
）

●
足
寄
高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

●
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

●
町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

●
各
団
体
の
要
望
・
提
言
等
の
取
り
ま
と
め

●
町
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

総
合
計
画
は
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
た
！

　

第
６
次
総
合
計
画
は
、
総
合
計
画
策
定
専

門
委
員
会
や
町
総
合
開
発
審
議
会
で
多
く
の

議
論
を
重
ね
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
町
長
と
の

ふ
れ
あ
い
懇
談
会
、
子
ど
も
議
会
な
ど
、
幅

広
い
層
の
方
々
の
声
を
お
聴
き
し
、
反
映
さ

せ
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
力
を
合
わ
せ
て
作
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

足
寄
町
を
〝
将
来
に
わ
た
り
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
に
し
た
い
〟
と
町
民
の
誰

も
が
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
足
寄
町
の
活
力
あ
る
将
来
を
確
か

な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
の
町
を

訪
れ
る
多
く
の
人
た
ち
が
、
魅
力
を
感
じ
、

住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
足
寄
町
を
担
う
次
世
代
が
、

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
足
寄

町
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
先
人
か
ら
継
承
し

た
緑
豊
か
な
大
地
と
い
う
貴
重
な
財
産
を
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
今
を
生
き

る
私
た
ち
が
果
た
す
べ
き
責
務
と
考
え
、
第

６
次
総
合
計
画
で
は
次
の
５
つ
の
目
標
を
掲

げ
ま
し
た
。

子ども議会（平成26年7月）

審議会答申（平成27年8月） ふれあい懇談会（平成26年10月）

意

見

聴

取

の

た

め

に

実
施
し
た
主
な
会
議
等

詳
　
　
細
　
　
役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当　

☎
25

－

２
１
４
１

内
線
３
１
７

《
基
　
本
　
目
　
標
》

●
緑
豊
か
な
自
然
と
共
生
し

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

●
い
つ
ま
で
も
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

●
豊
か
で
強
い
心
を
育
む
　
学
び
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

●
豊
か
な
資
源
を
生
か
し
た
　
活
力
と
魅
力
あ
る

　
産
業
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

●
み
ん
な
で
創
る
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

※
第
６
次
総
合
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
役
場
や
町
民
セ
ン
タ
ー

　

で
公
開
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　第49回防犯かるた大会（足寄町防犯協会主

催、五十嵐健二会長）が老人憩の家で開催さ

れ、小学生から一般まで８チーム24人が出場。

選手らは、足寄町下の句かるた振興会（大貫

弘成会長）会員の読み上げに集中し、木札を

取るたびに歓声を上げたり落胆したりと熱戦

を繰り広げました。

２.28 読み札に集中して

　第30回ふるさとを考える町民のつどい（足

寄町自治会連合会主催）があしょろ銀河ホー

ル21で開催され、約70人が参加。安久津勝彦

町長による自治会活動についての講演が行わ

れた他、㈱ＨＡＲＰの白井芳明常務取締役か

らマイナンバー制度について説明がされ、参

加者は安全に暮らす方法を学びました。

３.８ まちづくりを考える

　足寄小学校（石山貢司校長）が十勝管内教

育実践表彰（北海道教育庁十勝教育局主催）

を受賞しました。これは、十勝管内の学校教

育、社会教育の向上に貢献している学校や団

体等を表彰するもので、同校の指導過程の改

善の他、若手教員の指導力向上、児童の学力

向上への取り組みが評価されたものです。

３.５ 入賞者を表彰 ２.19 力作ぞろい

２.17 緊急時に物資を輸送３.３ 学校教育に貢献

　第39回足寄町読書感想文コンクールの表彰

式が町民センターで開催されました。同コン

クールには、町内の小中学生から応募のあっ

た５０６点の中から、学年ごとに最優秀賞や

優秀賞など合わせて50点が入選。式では、受

賞者一人一人に賞状が手渡され、会場からは

大きな拍手が送られていました。

　「旭町ふれあいプラザ作品展」が町民セン

ターロビーで開催されました。会場には、同

プラザで活動する会員18人が制作した陶芸や

木彫作品約２００点が展示。陶芸では大小の

皿やカップ、雛人形やサルなどの作品、また

木彫ではお盆やバードカービングなど、趣向

を凝らした作品が多数並べられました。

２.27 美しい音色に酔う
　陸上自衛隊第５音楽隊足寄音楽祭（足寄町

自衛隊協力会主催）が町民センターで行われ、

約２００人が来場しました。鍋澤勇雄隊長の

指揮の下「76本のトロンボーン」や「トリス

テーザ」「ご長寿番組メドレー」などが披露

され、聴衆は隊員37人が奏でる音色に酔いし

れました。

　町は、一般社団法人十勝地区トラック協会

（沢本輝之会長）と、緊急時における輸送業

務に関する協定を締結しました。これは、災

害時や災害発生の恐れがある場合、必要にな

る物資や資機材の運搬を協会が担うもので、

これにより住民生活の早期安定が期待されま

す。

３.14 天高くジャンプ
　ジュニアスポーツ体験教室（町教育委員会

主催）が総合体育館で行われ、小学生19人が

参加しました。普及指導員資格を持つ秋山敏
さ
んと寛子さ

んの指導の下、参加者はトランポリ

ンに挑戦。小泉銀次君（足寄小２年）は「真

っすぐ飛ぶのが難しかった。またやってみた

いな」と笑顔を見せました。
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旭
日
双
光
章

髙
 
橋 　

募
さ
ん

（
88
歳
・
上
利
別
）

　

元
町
議
会
議
員
の
髙
橋
募
さ
ん

が
、
公

共
に
対
し
顕
著
な
功
績
の
あ
る
方
に
贈

ら
れ
る
旭
日
双
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

髙
橋
さ
ん

は
、
家
業
の
農
業
に
従
事
す

る
傍
ら
、
昭
和
46
年
に
町
議
会
議
員
に

初
当
選
。
以
来
７
期
28
年
に
わ
た
り
、

豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た
識
見
を
も
っ

て
本
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
間
、
町
議
会
副
議
長
や
産

業
経
済
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議
会
選

出
の
監
査
委
員
等
の
要
職
を
歴
任
し
た

他
、
足
寄
町
森
林
組
合
理
事
と
し
て
、

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振

興
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
と
は
…

　

叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
の
た
め
に

功
労
の
あ
っ
た
人
を
対
象
に
発
令
さ
れ
、

菊
花
章
や
旭
日
章
、
宝
冠
章
、
瑞
宝
章
な

ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
春
と
秋
に
実
施
さ
れ
る
春
秋
叙

勲
や
、
88
歳
に
達
し
た
機
会
に
実
施
す
る

高
齢
者
叙
勲
、
功
績
の
あ
る
人
が
亡
く
な

ら
れ
た
際
に
実
施
さ
れ
る
死
亡
叙
勲
等
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務
（
警

察
官
、
消
防
吏
員
、
自
衛
官
等
）
に
精
励

さ
れ
た
方
を
対
象
と
し
た
「
危
険
業
務
従

事
者
叙
勲
」
が
平
成
15
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

【
勲
章
の
種
類
等

：

抜
粋
】

・
旭
日
章
～
功
績
の
内
容
に
着
目
し
、
顕

著
な
功
績
を
挙
げ
た
人

　

旭
日
大
綬
章
、
旭
日
重
光
章
、
旭
日
中

綬
章
、
旭
日
小
綬
章
、
旭
日
双
光
章
、

旭
日
単
光
章

・
瑞
宝
章
～
公
務
等
に
長
年
に
わ
た
り
従

事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
人

　

瑞
宝
大
綬
章
、
瑞
宝
重
光
章
、
瑞
宝
中

綬
章
、
瑞
宝
小
綬
章
、
瑞
宝
双
光
章
、

瑞
宝
単
光
章

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
メ
ニ
ュ
ー

デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
知
り

た
い
情
報
を
よ
り
早
く
探
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
表

示
に
も
対
応
し
、
外
出
先
か

ら
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
快

適
に
閲
覧
・
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
役

に
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp

:/
/
w

w
w

.to
w

n
.

a
s
h
o
ro

.h
o
k
k
a
id

o
.jp

詳
　
細

役
場
総
務
課
情
報
管
理
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１

�

内
線
３
３
２

パソコン用スマートフォン・タブレット用

　高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）とは、一億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上

げの恩恵が及びにくい低所得の高齢者を支援し、平成28年前半の個人消費の下支えにも資することを目的に

支給されるものです。

　平成27年に実施された「臨時福祉給付金」の支給対象となった方のうち、昭和27年４月１日以前に生まれ

た方で、平成27年１月１日時点で住民票が足寄町にある方。

　ただし、以下の方は対象となりません。

・平成27年度の住民税が課税されている方の扶養親族等

・平成27年１月１日から支給決定までの間に死亡した方

申 請 先　役場福祉課保健福祉室

提出書類　申請書・本人確認書類（※１）・指定する口座が確認できる書類（※２）

※１　本人確認書類～健康保険証、運転免許証、身体障がい者手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳など

※２　指定した口座が分かる書類～金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）が分かる通帳やキャッシュ

カードの写しが必要です。ただし、平成27年度臨時福祉給付金の受給口座への振り込みを希望される

方は、必要ありません。

・原則として、申請期間外の申請は受け付けられませんので、ご注意ください。

・役場福祉課から高齢者向け給付金の対象と思われる方に、５月２日㈪までに申請書等を郵送します。

・配偶者からの暴力等で、他の市区町村から住民票を移さずに足寄町にお住まいの方については、住民票が

足寄町になくても申請できる場合があります。詳しくは、担当までお問い合わせください。

詳　　細� 役場福祉課保健福祉室　☎２５－２１４１内線１４２

支給対象者１人につき　３０，０００円 平成28年５月２日㈪～８月２日㈫

支給対象者

申 請 方 法

そ の 他

支　給　額 申 請 期 間

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください！
●市区町村や厚生労働省などがＡＴＭの操作をお願いすることは、絶対にありません。

●厚生労働省が世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報をお聞きすることは、絶対にありません。

　ご自宅や職場などに市区町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便物

が届いたりしたら、迷わず役場福祉課や最寄りの警察署にご連絡ください。

お知らせします！

「高齢者向けの給付金」

申請は5月2日から

8月2日まで

確認じゃ!!

Renewal Open
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消防通信　第16号

前　略

足寄消防署より

年
間
出
動
件
数�

（
３
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

94
件
（
11
件
増
）

火
災
出
動�

１
件
（
１
件
増
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

火
災
予
防
運
動
は

４
月
20
日
～
30
日

　

雪
解
け
が
進
み
、

い
よ
い
よ
春
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
時

季
は
『
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
』

で
も
あ
り
ま
す
。 

今
年
も
例
年
通
り
、

消
防
団
員
に
よ
る

独
居
老
人
宅
訪
問

等
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

足
寄
町
で
は
、
今
年
に
入
り
住
宅
火
災
が

発
生
し
、
２
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
か
ら
自
分

自
身
と
家
族
の
〝
命
〟
と
〝
財
産
〟
を
守
る

有
効
な
対
策
で
す
。

　

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
か
ら
、
既
存
住
宅

は
平
成
20
年
か
ら
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
早
め

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
設

置
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
い
ざ
と
い
う
時

に
警
報
が
鳴
ら
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

日
頃
か
ら
点
検
と
お
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
こ
と
な
ど
、
不
明

な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
足
寄
消
防
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
　
細　

足
寄
消
防
署�

☎
25

－

２
６
１
９

ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
41
回

詳
　
細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

　

春
は
転
入
・
転
出
の
季
節
で
す
。

　

消
費
生
活
に
な
じ
み
の
な
い
方
の
た
め
に
、

今
回
は
平
成
24
年
４
月
に
開
所
し
た
消
費
生

活
相
談
所
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
所
と
は

　

地
方
公
共
団
体
が
行
っ
て
い
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
に

生
じ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
な

ど
に
つ
い
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
公
正
な

立
場
で
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

《
受
付
時
間
等
》

平
日

：

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
さ
れ
て
い
る
方

※
消
費
生
活
相
談
員
が
不
在
の
場
合
は
、
役

場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

Ｑu
e
stio

n
�

　

消
費
生
活
相
談
員
の
主
な
仕
事
っ
て
？

Ａn
sw

e
r�

　

衣
・
食
・
住
に
関
わ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

な
ど
消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
問
い

合
わ
せ
に
対
し
、
問
題
解
決
の
た
め
の
助
言

や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
自
ら
が
事
業
者
と
の
話
し

合
い
で
問
題
解
決
が
困
難
な
場
合
に
は
、
間

に
入
り
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
自
治
会
回
覧
や
出
前
講
座

な
ど
で
消
費
者
被
害
の
相
談
事
例
や
身
の
回

り
の
事
柄
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
品
テ
ス
ト
の

実
施
を
通
し
、
よ
り
よ
い
消
費
生
活
へ
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑu
e
stio

n
�

　

商
品
テ
ス
ト
は
ど
ん
な
手
順
で
行
う
の
？

Ａn
sw

e
r�

　

商
品
テ
ス
ト
は
基
本
的
に
相
談
解
決
の
た

め
に
行
っ
て
お
り
、
相
談
者
か
ら
い
っ
た
ん

商
品
を
お
預
か
り
し
て
、
北
海
道
立
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
テ
ス
ト
を
依
頼
し
ま
す
。

《
過
去
に
商
品
テ
ス
ト
を
行
っ
た
例
》

　

外
国
製
の
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ハ
ブ
が
保
証
期
間
を
過

ぎ
た
途
端
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
。
商
品
に

問
題
が
あ
る
か
調
べ
て
ほ
し
い
、
な
ど
。

Ｑu
e
stio

n
�

　

相
談
は
電
話
で
も
い
い
で
す
か
？

　

ま
た
、
相
談
す
る
と
き
に
準
備
し
て
お
い

た
方
が
い
い
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａn
sw

e
r�

　

電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
が
、
相
談
内
容

を
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
、
来
所
で
の
相
談

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
次
の
資
料
を
ご
用
意

い
た
だ
く
と
、
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
ま

す
。

《
ご
用
意
い
た
だ
き
た
い
資
料
等
》

・
相
談
に
関
わ
る
契
約
書
な
ど

・
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
経
緯

・
製
品
事
故
の
場
合
は
、
製
品
を
保
存
し
、

写
真
を
撮
っ
て
お
く

・
製
品
で
け
が
を
し
た
場
合
は
、
け
が
の
部

位
の
写
真
を
撮
っ
て
お
く

・
製
品
が
原
因
で
体
調
を
壊
し
た
場
合
は
、

病
院
の
領
収
書

　

消
費
生
活
相
談
で
は
、
受
け
た
相
談
に
対

し
て
〝
守
秘
義
務
〟
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や

友
人
に
内
緒
で
相
談
し
た
い
場
合
も
、
安
心

し
て
相
談
で
き
ま
す
。

　

契
約
に
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
の
場
合
に
は
、

記
憶
が
新
し
い
う
ち
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
や
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
町
内
で
今
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
の

か
な
ど
の
状
況
が
分
か
り
、
自
治
会
回
覧
や

出
前
講
座
等
で
注
意
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
外
に
転
出
さ
れ
る
方
は
、
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
『
☎
１
８
８
（
い
や
や
）』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
相
談
所
で
は
、
月
１
回
、
札
幌

か
ら
消
費
生
活
専
門
相
談
員
を
お
招
き
し
て
、

相
談
お
よ
び
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
開
催
時
間
は
、
次
の
通
り
と
な

り
ま
す
。

開
催
日　

毎
月
第
１
木
曜
日

・
消
費
生
活
相
談
（
午
前
10
時
～
正
午
）

・
消
費
生
活
学
習
会
（
午
後
１
時
30
分
～
３
時
）

※
開
催
日
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
「
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

障
害
者
差
別
解
消
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

春の

住宅用火災警報器の設置場所

●寝室、階段への設置は義務付けられています。 

●台所、居室への設置もお勧めします。

　

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
た

め
の
基
本
的
な
事
項
や
対
応
方
法
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
定
め
た
「
障
害
者
差
別
解
消

法
」
が
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
お
互
い
に

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
に
生

き
る
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
律
で
は
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」

と
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」
が
禁
止

さ
れ
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
し
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
こ
と
で
、
嫌
な
こ
と
や

困
っ
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、
役
場
福

祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
障

が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
委
員

会
（
十
勝
総
合
振
興
局
内

：

☎
０
１
５
５

－

26

－

９
２
５
１
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
　
細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
☎
25

－

９
２
０
０

障がいを理由とする差別の禁止

合理的配慮をしないこと（例）不当な差別的取り扱い（例）

車椅子利用者が施設内に入る際、

手助けを頼んだが断られた
障がいを理由に入店を拒否された

消

費

生

活

相

談

＆

学

習

会

の

開

催

時

間

が

変

わ

り

ま

す
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ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

　

春
の
暖
か
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
少
し
ず
つ
外
で
身
体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
は

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
発
祥
の
地
で
、
２
本
の

ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
行
す
る
身
体
全
体
を
使

う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
北
欧
で
は
、
通
勤
や
通

学
な
ど
日
常
生
活
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

年
齢
だ
け
で
な
く
、
夏
で
も
冬
で
も
季
節

を
問
わ
ず
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
近

年
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

・
通
常
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
比
べ
て
運
動
量

が
20
％
ほ
ど
上
昇
す
る
こ
と
か
ら
、
体
脂

肪
の
減
少
に
効
果
的
で
す
。

・
ポ
ー
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
首
・
肩
の
痛
み

や
凝
り
を
解
消
し
、
膝
や
腰
に
掛
か
る
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。

必
要
な
道
具

●
ポ
ー
ル

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
専
用
の

ポ
ー
ル
。
ス
キ
ー
や
登
山
用
で
も
代
用
で
き

ま
す
が
、
専
用
の
ポ
ー
ル
は
頑
丈
で
軽
量
で

す
。
ポ
ー
ル
の
先
端
に
は
夏
用
の
ゴ
ム
カ
バ

ー
、
冬
用
の
金
属
が
付
い
て
い
ま
す
。

歩
き
方

　

慣
れ
な
い
う
ち
は
、ポ
ー
ル
を
意
識
せ
ず
、

引
き
ず
っ
た
ま
ま
普
通
に
歩
き
ま
す
。
自
然

に
腕
が
振
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ポ
ー
ル

を
軽
く
握
り
、
突
き
始
め
ま
し
ょ
う
。

り
の
た
め
の
認
定
を
受
け
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
、
市
街
地
に
２
カ
所
、
里
見
が
丘

公
園
に
１
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

持
ち
運
び
や
す
い
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
」
を
、
役
場
福
祉
課
や
総
合
体
育

館
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

無
理
な
く
続
け
る
ポ
イ
ン
ト

・
運
動
の
前
後
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
な

ど
、
け
が
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
運
動
中
は
、
小
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
い
、

具
合
が
悪
い
と
き
に
は
無
理
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
健
康
効
果
を
実
感
す
る
に
は
、
週
３
回
１

回
30
分
が
目
安
で
す
。

　

毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。
み
ん
な
で
歩
く
こ
と
で
、
よ
り
楽

し
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
の
入
会
や
体
験
希
望
の
方
は
、

総
合
体
育
館
（
☎
25

－
３
１
９
１
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ポ
ー
ル
は
、
前
足
の
中
間
に
つ
き
、
そ
の

ま
ま
手
が
腰
を
通
過
す
る
ま
で
し
っ
か
り
力

を
か
け
て
、
体
を
前
方
に
押
し
出
す
よ
う
に

し
ま
す
。

　

慣
れ
て
き
た
ら
、
歩
幅
を
大
き
く
し
、
リ

ズ
ム
良
く
進
み
ま
し
ょ
う
。

●
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
場
所

　

舗
装
さ
れ
た
歩
道
や
公
園
な
ど
、
ど
こ
で

も
行
え
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に
は
健
康
づ
く

　

グ
リ
ッ
プ
に
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
が
付
い
て

お
り
、手
を
放
し
て
も
ポ
ー
ル
を
落
と
さ
ず
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
握
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
で
は
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
が
、
１
週
間
単
位
で
貸
し
出
し
し
て
い
る

他
、大
型
ス
ポ
ー
ツ
店
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

●
シ
ュ
ー
ズ

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ
、
履
き
慣
れ
た
歩
き
や
す
い
普
通

の
靴
で
も
大
丈
夫
で
す
。

誰
で
も
楽
し
く
で
き
る
！

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

詳
　
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

あなたの声をまちづくりに
◆Ａメールはまちづくりの参考に
◆まちづくり懇談会は直接対話の場

み
ん
な
の
広
場
Ａ
メ
ー
ル

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

皆
さ
ん
が
日
頃
か
ら
町
行
政
に
対
し
て
感

じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、

「
み
ん
な
の
広
場
・
Ａ
メ
ー
ル
」
の
「
Ａ
」

は
、
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
の
Ａ
で
、
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
（
答
え
る
～
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
に
答
え
る
）、
Ａ
Ｄ
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
（
進

め
る
～
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め

る
）
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ
メ
ー

ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、
全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住
所
、

氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
し
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催
要
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
町
長
お
よ
び
行
政
と
の
直
接
対
話
の

場
、
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
場
で
す
。

対
　
象

　

原
則
的
に
地
区
連
合
自
治
会
（
町
内
24
地

区
）
単
位
の
住
民
、
お
よ
び
各
種
団
体
の
構

成
員
と
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
各
種
団
体
は
、
社
会
教
育
関

係
団
体
、
経
済
団
体
、
労
働
団
体
お
よ
び
そ

の
他
の
団
体
で
す
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
会
場

　

地
区
連
合
自
治
会
単
位
お
よ
び
各
種
団
体

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
日
程
、
会
場
を
調
整

の
上
、
随
時
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ

　

懇
談
会
の
開
催
要
請
を
し
た
地
区
連
合
自

治
会
お
よ
び
団
体
は
、
必
ず
テ
ー
マ
（
ど
ん

な
こ
と
の
意
見
交
換
が
し
た
い
の
か
）
を
設

定
し
ま
す
。

内
　
容

　

設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
意
見
お

よ
び
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
テ
ー
マ
に
則

さ
な
い
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
そ
の
場

で
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　

希
望
開
催
予
定
日
（
予
備
日
も
必
ず
設
定
）

の
１
カ
月
前
ま
で
に
、
電
話
な
ど
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
町
長
等
の
日
程
お
よ
び
会
場

な
ど
の
調
整
を
し
、
日
時
、
会
場
を
決
定
し

ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

�

役
場
総
務
課
総
務
室
広
報
広
聴
担
当 

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
３
５

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
25

－

２
４
８
８

サ
ー
ク
ル
紹
介

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
会
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　今年もジャンボ義経鍋の他、ステージショー
など多彩な催しで皆さんのご来場をお待ちして
います。
日　　時　５月８日㈰　午前10時－
場　　所　義経の里本別公園
内　　容
　ジャンボ義経鍋、ふわふわランド、ゲーム大

会、ステージショー（お笑い）他予定

詳　　細
� 本別山渓つつじ祭り実行委員会事務局
�（本別町役場企画振興課商工観光・元気まち担当）
� ☎２２－２１４１

第58回本別山渓つつじ祭り ２０１６ふるさと銀河線りくべつ鉄道
運行開始

　ふるさと銀河線りくべつ鉄道の運行が始まり
ます。国内最長を誇る運転体験やご家族で楽し
めるトロッコの乗車体験で皆さんのご来場をお
待ちしています。
営業期間　４月23日㈯－10月30日㈰
※火曜日と水曜日は定休日です。
営業時間　午前９時－午後４時30分
そ の 他
※気動車乗車体験、運転体験Ｓコース、トロッ

コ乗車体験が楽しめます。また、お盆、町内
イベント時には臨時営業が予定されています。

※Ｌ・銀河コース（完全予約制）については、
お問い合わせください。

ふるさと銀河線りくべつ鉄道ホームページ
http://rikubetsu-railway.jimdo.com/
詳　　細� ふるさと銀河線りくべつ鉄道
� ☎２７－２２４４

有害鳥獣駆除実施中

個人番号通知カードで本人
確認を行わないでください

春のヒグマ注意特別期間

水質検査計画の
閲覧について

足寄町産業振興事業補助金
をご活用ください

確定申告の内容が
間違っていたとき

九州大学公開講座「十勝の森を長期で見つめる」開催

自衛官採用試験

学校給食センター補助職員（調理員）

　町では、エゾシカによる農業被

害や林業被害を減らすために、北

海道猟友会足寄支部の協力により、

有害鳥獣駆除を実施しています。

有害鳥獣駆除実施期間中に山菜採

り等で山林や畑、牧草地の周囲を

歩く方は、目立つ服装で入林し、

設置されているわなに注意してく

ださい。

駆除区間

　足寄町全域（鳥獣保護区は除く）

駆除期間

　10月末までおよび平成29年３月

使用する道具

　銃器、くくりわな、囲いわな

詳　　細� 役場経済課

� 林業商工観光室林業振興担当

� ☎２５－２１４１内線２４５

　一般的な本人確認の手続きにお

いて個人番号通知カードを使用す

ると、従業員等が誤って個人番号

通知カードの写しを取ってしまっ

たり、個人番号が防犯カメラに映

り込んでしまったりと、意図せず

して個人番号の収集が行われてし

まう可能性があります。そのため、

個人番号通知カードは一般的な本

人確認の手続きには使用しないで

ください。

詳　細� 役場住民課保険担当

� ☎２５－２１４１内線２１５

　春は山菜採り等で野山に入る方

が多く、ヒグマに出合う確立が高

くなります。ヒグマは冬眠明けで、

餌を求めて活発に活動するため、

事前にヒグマの出没情報を確認す

る、ゴミは持ち帰る、音を出しな

がら歩くなど、ヒグマと出合わな

いための意識を持った行動を取り、

事故を防止しましょう。

詳　細� 十勝総合振興局

� 保健環境部環境生活課

� ☎０１５５－２６－９０２８

　平成28年度水質検査計画を公表

しています。町では皆さんに安全

でおいしい水を飲んでいただくた

めに、定期的に水質検査を行って

います。水質検査の項目、採水場

所、頻度などをまとめたものが水

質検査計画です。

閲覧時間

　午前８時35分－午後５時５分

※土曜日、日曜日、祝日を除く

閲覧場所・詳細� 役場建設課

� 上下水道室上下水道工務担当

� ☎２５－２１４１内線３５６

対象事業・補助金額

・地場産品の開発振興事業

　１件１００万円まで

　（２分の１以内）

・新規起業等

　１件３００万円まで

　（２分の１以内）

対 象 者　町内で農林水産業およ

び商工業を営んでいる方

※交付申請は随時募集しています。

平成29年３月31日までに事業を

完了することが必要です。

申込期限　５月31日㈫
申込先・詳細� 役場経済課

� 商工観光・エネルギー担当

� ☎２５－２１４１内線２５２

　確定申告書を提出した後で計算

誤りなど申告した内容に間違いが

あることに気付いたり、確定申告

することを忘れていたりした場合

は速やかに申告をしてください。

　税額を多く申告していたときは

「更正の請求」をして、正しい税

額への訂正を求めることができま

す。

　税額を少なく申告したことに気

付いたときは「修正申告書」を提

出し、正しい税額に修正してくだ

さい。

　また、確定申告書を提出しなけ

ればならないのに、提出を忘れて

いたときは速やかに確定申告を行

ってください。

詳　細� 十勝池田税務署

� ☎０１５－５７２－２１７１

　九州大学北海道演習林の森を構成するさまざまな樹木の生態について

学んでみませんか。

日　　時　７月９日㈯（室内講義）　午後５時－７時

　　　　　　　10日㈰（野外講義）　午前９時－午後２時30分

内　　容　演習林内での野外観察、講義、実習

場　　所　九州大学北海道演習林

対　　象　高校生以上

定　　員　15人

受 講 料　２，０００円　※別途保険料が掛かります。

申込期限　６月28日㈫
そ の 他　本講座は道民カレッジ連携講座の単位に認定されます。

詳　　細� 九州大学北海道演習林　☎２５－２６０８

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募　　集

お知らせ

町職員人事（３月31日付）

●足寄町発令・退職者

櫻　井　光　雄（福祉課長）

寺　地　弘　恵（福祉課子どもセンター次長）

鈴　木　美智子（福祉課保健福祉室室次長）

西　野　みゆき（国民健康保険病院主任看護師）

鈴　木　勝　美（国民健康保険病院准看護師）

嶋　村　紗　希（国民健康保険病院看護師）

●足寄町教育委員会発令・退職者

髙　橋　真由美（生涯学習室主事）

募集人数　１人

業務内容　学校給食の提供に関する業務全般（調理、洗浄、清掃等）

勤務時間　午前８時－午後４時　※時間に変動がある日もあります。

給　　与　有資格者（５年未満）　１日（７時間）　６，９２３円

　　　　　無資格者　　　　　　　１日（７時間）　６，２９３円

応募方法　履歴書（写真貼付）を持参の上、役場総務課総務室職員担当

まで本人がお越しください。

詳　　細� 教育委員会学校給食センター　☎２５－２５７３

募集種目 応募資格 募集人数 受付期間 試 験 日

海上自衛隊
技術海曹

20歳以上で国家
資格免許等を有
する方

約10人
４月22日㈮－
５月13日㈮ ６月24日㈮

航空自衛隊
技術空曹

若干名



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで
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☆今月号の表紙にもなった、ジュニア

スポーツ体験教室での出来事。取材

後に指導員の方から「跳んでみる？」

と声を掛けられたので、お言葉に甘

えて体験させてもらいました。

☆「子どもたちが軽々と跳んでいるか

ら、私にもできるだろう」と思って

いた私が間違っていました。上手に

飛べないわ体力は続かないわであっ

と言う間にギブアップ。

☆これを１時間以上も続けて跳んでい

られる子どもの体力にびっくりした

のと同時に、自分のふがいなさを痛

感したのでした。この体力のなさは

本当にまずいぞ、自分。

北野　さくらち
  ゃ
   ん

� （平成26年５月21生まれ）

　さくらは食事の際、まず汁物

を一気に飲み、そしてご飯とお

かずを食べ始めます。これから

も、四季折々のおいしいものを

一緒に食べようね。

� 紘平・明起さ
んの子

� （茂喜登牛）

　３月14日に行われたジュニアスポーツ体験

教室でのスナップです。

 （⇒11ページ）　

ひとのうごき

３月末の住民基本台帳

人　口　　７，１３６　人　（－60)

　男　　　３，４６４　人　（－38)

　女　　　３，６７２　人　（－22)

世　帯　　３，５１４世帯（－22)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

大平　幸
さ

里
り

花
か

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年５月29日生まれ）

　15年ぶりのわが家の宝。姉ち

ゃんのまねをして、楽器を吹く

のが大好き。元気でいてくれた

ら、それが一番。名前のように、

この里に幸せな花を咲かせてね。

� 哲信・美保さ
んの子

� （茂足寄）
佐藤　壱

いっ

星
せい

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年４月11日生まれ）

　トラクターやタイヤショベル

が大好きで、見ると「ジョンジ

アー」と指をさし興奮する壱星

です。これから先も、兄妹３人

仲良くいてほしいです。

� 和弘・亜樹さ
んの子

� （茂喜登牛）


